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　トコフェロールは脂溶性の抗酸化剤であり、生
体内の酸化防御機構の一つとして、脂質過酸化連
鎖反応を停止させることによって、脂質過酸化物
の生成防止という重要な役割を担っている。トコ
フェロールは抗酸化作用を示した結果、酸化型代
謝物であるトコフェロールキノンに変化する。生
体内の酸化状態を把握する上で、抗酸化物質とそ
の酸化型代謝物を同時測定することは、意義があ
るものと思われる。従来は、抗酸化能力の指標と
してトコフェロールを定量していたが、抗酸化反
応の結果としての酸化型代謝物であるトコフェロー
ルキノンは定量されていなかった。
　我々は、多重クーロメトリーHPLCシステム
を用いて、トコフェロール同族体およびトコフェ
ロールの酸化型代謝物のうち主要であるα一トコフェ
ロールキノンの簡易同時測定法を開発し、生物医
学的応用を試みた。
　本システムでは、移動相に96％メタノールに40
mMNaCl　O4を添加した溶媒を選択し、カラムは
C18系の逆相カラムを用いた。また、流路中に3つ
のクーロメトリー作用電極を導入し、酸化一還元反
応を生じさせ、トコフェロールおよびその酸化生
成物由来の電流を検出した。システムの中は、過
剰な酸化を防止する目的で、窒素により脱酸素化
を行った。
　本システムによる若齢ラットでの総、α一、β
＋γ一、δ一トコフェロールおよびα一トコフェロール
キノンの濃度は、それぞれ3504±285、3118±250、
290±39、32±4、19±5ng／mlであった。
　加齢に伴い、脂質過酸化物の増加、蓄積に代表
される様々な酸化的ストレスが生体内に負荷され
る。このシステムを生体内サンプルに応用するこ
とにより、トコフェロールの酸化的動態を把握す
ることが期待される。
【目的】動脈硬化の独立した危険因子とされてい
るlipoprotein（a）【Lp（a）】の血中濃度が糖尿病患者
で高値であるとの報告がなされ、臨床的意義が注
目されている。Lp（a）のアポ蛋白であるapo－
lipoprotein（a）には遺伝的に規定される複数のフェ
ノタイプの存在が知られており、これが血清LP（a》
濃度を決定すると考えられている。従って、LP（a）
の解析にはその濃度とフェノタイプを検討するこ
とが重要である。今回我々は糖尿病患者を腎症の
有無により2群に分けLP（a）の代謝異常につき検討
した。【対象】糖尿病患者116例（男50、女66、
年令40－80歳）と健常者100例（男50、女50、年
令40－60歳）を対象とし糖尿病患者に関しては蛋
白尿の有無により蛋白尿陽性群（陽性群）と陰性
群とに分けた。ただし、虚血性心疾患、脳血管障
害および閉塞性動脈硬化症合併例は除外した。【方
法】Lp（a）濃度は対象者全例につき免疫比濁法で
求め、フェノタイプは陽性群、陰性群各々40例に
つき4％SDS－PAGE後、　lmmuno・・blotting法によ
り分類した。分類法はUtermanらの方法に準じた。
【結果】1．血清LP（a）濃度：健常群が15．0±
8．7mg／dlであったのに対し、陽性群群では24．1±
1　8．6　mg／dl、陰性群では19．3±13・4mg／dlと共に
健常群に比べ有意に高値を示し、陽性群では陰性
群に対してさらに高値を示す傾向があった。　2．
LP（a）フェノタイプと血清Lp（a）濃度1各群共に
Lp（a）濃度はフェノタイプの分子量が小さいものほ
ど高濃度であった。糖尿病群では健常群に比べ分
子量の小さいフェノタイプの頻度が高い傾向を認
め、その傾向は蛋白尿陽性群でさらに顕著であっ
た。　【結語】これまで血清Lp（a）濃度は糖尿病患
者で高値を示す機序は不明であった。今回我々の
結果より、糖尿病患者のLP（a）の上昇にフェノタイ
プを規定する遺伝因子の関与が示唆された。
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